
2014年 5月 2日掲載 

 

「自分次第」 

 

私はこの春から札幌市内の大学院に通っている。キャリア教育を通じた人材育成を目指し、

仕事をしながら学びを深めている。久しぶりに学生の気分を味わっているが、授業が楽し

いと日々感じる。 

 

中学生や高校生の頃は勉強を「やらされている」との気持ちが強く、好きな教科以外はあ

まり楽しいと思えなかった。それは、親が良かれと思って「塾に通いなさい」と言い、言

われるままに行動していたことや、将来が見えずに何のために勉強するのかが分からなか

ったからだと思う。 

  

聞いた話だが、ある団体が受講料を 3000円と 1万円に設定し、同じ内容でセミナーを提供

する実験を行ったところ、1万円を払った受講者の方が満足度が高かったという。価格が低

い方の参加者は「この金額だからこの程度の内容」としていたのに対し、価格が高い方は

「高いお金を払ったのだからきっといい講座。しっかり聴こう」という意識が強かったそ

うだ。つまり自分次第で得られるものが変わってくるのだ。 

 

私は今、自ら意思で学んでいる。過去の自分の「学生」という同じ立場で比べてみると、

自分次第で学ぼうとする意識を変えれば、気づきや楽しさが大きくなると実感している。

小さい頃から何のために勉強するのか探究する機会があれば、自分で将来を考え、未来の

選択肢が広がってくる。自分の人生は自分次第。キャリア教育を通じてたくさんの未来を

持つ児童や生徒たちを一人でも多く輩出していきたい。 

(毎日新聞より) 


